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2 プログラム

4月 6日 (水 )

記 念 ゴ ル フ 大 会 (茨木カンツリー倶楽部西コース)

7:30

8:00

受付開始

スター ト (OUT・ IN同時)

4月 8日 (金 )

大 会 第 1日 (鼎天宗信者会館)

〔開会式・シンポジウム)

12:00 登録 。受付

13:00 開会点鐘      くガバナー〉 大森 慈祥

開会告知   司会 〈大会副幹事〉 吉田 伸之

RI会長代理ご夫妻 、

ガバナー     〉紹介

大会役員     リ

13:03 国歌斉唱

ロータリーソング「我等の生業」

〈ソングリーダー〉 宿  俊明

〈ピアノ伴奏〉 アルベルト吉川

13:09 開会挨拶 (宣言)〈大会副委員長〉 大木 令司

来賓紹介・ガバナー挨拶

〈ガバナー〉 大森 慈祥

13:20 R.I.会 長代理挨拶 〈RI会長代理〉 ラジェンドラKリー

13:30 シンポジウム

テーマ『生涯学習の実情 と将来』

コーデ ィネー ター
くエルダー国際交流協会東京事務所所長
松下政経塾「地域政策研究所」所長〉

パ ネ リス ト
く追手門学院教育研究所所員代表

茨本市生涯学習センター所長〉

大社  充

佐藤
げ
和

れ
良

(大阪大手前Ⅲ

"パネ リス ト
〈エルグーホステル協会会長

豊中市図書館協議会委員〉
ぶん ご

豊後レイコ

パ ネ リス ト
く国際日本文化研究センター助教授   ゃ、い摯
エルダーホステル協会アドバイザー〉 相 1呵

閉会のことば    く大会幹事〉 橋本

閉会点鐘      くガバナー〉 大森

閉会

富英

秀雄

慈祥

15:00

15:03

15:05
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〔部門別懇談会〕
15:00 部門別懇談会登録

15:30 開会

会長・幹事懇談会

職業奉仕部門懇談会

社会奉仕部門懇談会

国際奉仕部門懇談会

拡大増強部門懇談会

17:00 閉会

〔夫人のつどい〕
裏千家家元 千 登三子令夫人をお迎えして

15:00 開会

テーマ「奉仕 ということ」

〈裏千家家元夫人〉 千 登三子

17:00 閉会

〔RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会〕
(い ばらき京都ホテル)

17:30 開会          li!会 簡  (1-
開会の辞       大会幹事 橋本 秀雄

歓迎挨拶       ガバナー 大森 慈祥

挨拶        RI会 長代理 ラジェンドラK"―

20:00 閉会

リーダー 祥

三

慈

敬

森

田

大

古

宏

二

和

正

文

東

西

中

坂

中

山

廣瀬勘一郎

,告菅生

廣瀬勘一郎

プログラム



4 プログラム

4月 9日 (土 )

大 会 第 2日 (鼎天宗信者会館)

10:00 登録・受付 記念品渡 し

喫茶 。物販 。お茶席各コーナーオニプン

11:00

11:30

12:30

12:30

12:35

12:37

12:47

昼食弁当お渡 し

昼食

開会

開会告知     く大会SAA〉 大森 光祥

開会点鐘      〈ガバナー〉 大森 慈祥

R.I。会長代理ご夫妻

ガバナー・大会役員紹介 〈司会〉大森 光祥

国歌斉唱

ロータリーソング斉唱「奉仕の理想」
〈ソングリーダー〉宿  俊明

く伴奏〉 中部方面音楽隊

開会挨拶     く大会委員長〉坂 井 正 男

来賓及び招待者紹介 くガバナー〉 大森 慈祥

来賓祝辞     く大阪府知事〉 中川 和雄

く茨本市市長〉 山本 末男

参加クラブ紹介    〈司会〉近藤三津枝

物故会員に黙蒔

ガバナー挨拶及び地区現況報告

〈ガバナー〉大森 慈祥

R.I.会長代理挨拶及び国際ロータリー現況報告
くRI会長代理〉 ラジェンドラK.すメー

13:26

14:06 休憩

14:20 表彰

14:40 登録委員会報告

信任状委員会報告

}

12:53

13:01

13:06

〈信任状委員長〉

選挙委員会報告  〈選挙委員長〉

大会決議案上程 く大会決議委員長〉

′′  採択   くガバナー〉

R.I.会 長代理講評 くRI会長代理〉

く司会〉 大森 光祥

近藤三津枝

〈登録委員長〉 橋本 陽二

古田 敬三

菅生 浩三

廣瀬勘一郎

大森 慈祥

ラジェンドラK.サプー14:55
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15:05

15:07

15:12

15:20

16:20

16:25

慈祥

慈祥

慈祥

董夫

慈祥

恵

寛

機次

俊明

慈祥

R.I.会長代理ご夫妻に記念品贈呈

くガバナー〉 大森

直前ガバナーに記念品贈呈

〈ガバナー〉 大森

ガバナーノミニー紹介

〈ガバナー〉 大森

ガバナーノミニー挨拶

〈ガバナーノミニー〉 中野

次年度ホス トクラブ紹介

くガバナー〉 大森

次年度ホス トクラブ会長挨拶

〈次年度ホストクラブ会長〉 オ公本

記念講演 講師 〈慶応義塾大学教授〉 加藤

テーマ 「 これ か らの 日本経済」

閉会挨拶

〈茨木ロータリークラブ会長〉 島津

ロータ リー ソング「手 に手つ ないで」

〈ソングリーダー〉 宿

閉会点鐘      〈ガバナー〉 大森

閉会

16:30 お花見懇親会 :境内広場

開会のことば

ガバナー挨拶

乾杯

ア トラクション

〈司会〉

大会委員長

ガバナー

パストガバナー

大会副委員長

女性アナウンサー

坂井 正男

大森 慈祥

山中 文和

大 岩 太 鼓

中部方面音楽隊

川本 富三閉会の挨拶

17:30 終了

プログラム



6 R.l.会長メッセージ

国際ロータリー会長メッセージ

国際ロータリー会長

ロバートR.バース

TO Friends of District 2660
11ow pleased l arn to send these greetings to the Rotarians and guests
attending your 1993‐ 94 district conference.I hope that on this occasion
you、アill share、 7ith rnany other Rotarians our cornnlon belief in Rotary

and tlle role it has played in the、 7orld for 88 years

ln thesse days together,explore the excitil■ g frontiers of Rotary,en,Oy
the warin fellowship of Rotary friends and renew yOur Own enthusiasm
and dedication to the、 vOnderful wOrk Of the big wOrldwide fanlily of
ROtary
Since it is impossible for Gerty and ine to attend each Of the 502
conferences in the Rotary wOrld this year,I have asked a knowledgeable,

experienced and entllusiastic Rotarian tO be n■y representative. Wel‐

colme.Rotary Foundation Trustee Ralendra K.SaboO and his wife,Usha,
as our comnlon friends and representatives.■

｀
ake every OppOrtunity to

becorne acquainted,to enjoy their cOn■ pany and share their enthusiasnl■

and dedication for our organization.

I also express my appreciatiOn tO District Governor Jisyo for the time
and energy he is giving to lead yOur district and prOn10te Our belief in

Rotary.
It can truly be said that he,like his fel10、 v district gOvernors,is dedicat―

ed to lead us all to

BELIEVE IN l″HAT YOU DO and DO WHAT YOU
BELIEVE IN.
I send kindest personal regards and best 、ァishes fOr a very successful
conference

Cordially yOurs,

′フィ彰 ′ルタイ
Robert R.Barth
President,R.I.

ｔ
、
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第2660地区の友人のみなさん

1993～ '94年度地区大会にご出席のロータリアンズとゲ

ストの皆様に、このご挨拶をお送́りできることをとても嬉しく

思います。この機会に皆さんが、ロータリー共通の信念

と、ロータリーが88年間にわたって世界で果たしてきた役

割について、他の多くのロータリアンと分かち合われること

を願っております。

これからの数日間、ご一緒になってロータリーのわくわ

くするような新分野を探求し、友人達の暖かい友情をエン

ジョイし、ロータリーの世界的な大家族のすばらしい奉仕

活動に対して、熱意と奉仕の意欲を新たにしようではあり

ませんか。

家内ガーティと私は、本年世界で開催される502の大

会すべてに出席することは不可能です。そこで私は、深

い学識経験と熱意をお持ちの、あるロータリアンに私の代

理を依頼しました。ロータリー財団管理委員、ラジェンド

ラ K.サブー氏とウシャ夫人を共通の友人として、そして

私の代理として歓迎申し上げて下さい。この機会にお二

人とお知り合いになり、同席する事を楽しみ、私たちの組

識に対するお二人の熱意と奉仕の意欲について、どうぞ

分かち合って下さい。

また、地区ガバナー、大森慈祥氏が地区を指導し、

ロータリーの信念を促進するために費やしている時間と労

力に対して感謝致します。彼は、他の地区ガバナー同様

に『行動に信念を、信念は行動に』について、献身的に

皆さんをリードしていらっしゃるのです。

皆さんに対して心からの敬意を表すると共に、大会の大

成功をお祈り申し上げます。

R.L会長メッセージ
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国際ロータリー会長代理紹介

ラジェンドラ K.サブー

インド、チャンディガー市

国際ロータリー会長、1991-'92年 度

国際ロータリー会長イレクト、1990-'91年度

世界社会奉仕委員会委員、1989-'90年 度

長期計画研究委員会委員、1987-'89年 度

ロータリー村落共同隊委員会委員長、1986-'88年 度

計画調査委員会、1983-'86年度

国際ロータリー理事、1981-'83年度

ラジェンドラ K.サ ブー氏は、縫製用ミシン針製造会社、

グロズ・ベッカード・サブー社の創始者で、時計の目盛

りを製造するKamla目 盛り装置会社の会長です。同氏は、

州立銀行の一つであるPatiala州立銀行理事もつとめて

います。同氏は、インド、カルカッタ大学から科学修士号

を取得されました。

サブー氏は、インML部の主要な実業協会である、PHD
商工会議所の執行委員会委員です。インド商工会議所

R.!.会長代理紹介



R.|.会長代理紹介 Ｑ
）

連合会管理委員会の終身会員であり、その他の多くの商

工会議所の委員戒は特別招聘委員として関与されていま

す。同氏は、チャンディガーエ業会の元会長で、Bhartiya

Vidya Bhawanチャンディガー・センター並びにインド

全国文化教育機関の副会長をつとめておられます。その

他には、パンジャブ大学評議員、地域の児童副祉協会、

赤十字および血液銀行会員として活躍。

同氏は、1961年以来のロータリアンで、チャンディガー・

ロータリー・クラブ会員で、同クラプの元会長です。国

際ロータリーでは、地区ガバナー、委員会委員長及び

委員、国際協議会指導者、国際ロータリー理事を歴任。

又、ロータリー財団から、その人道的および教育的プロ

グラムのための支援活動に対しロータリー財団功労表彰

状並びに特別功労賞を受賞されました。1990-'91年 度は

会長イレクトとして理事会の一員として奉仕され、1991-'92

年度には国際ロータリー会長に就任されました。



10 こあいさつ

こあいさつ

ガバナー 大森 慈祥

本日ここに国際ロータリー第2660地区1993～ '94年度の地区

大会を開催致しましたところ、国際ロータリー会長代理とし

て元国際ロータリヽ一会長、ラジェンドラ K.サブー様、ご夫

人ウシヤ様ご夫妻をお迎えすることができましたことは、こ

の上もない名誉でございまして、当地区の5400名のロータリ

アンを代表し心より歓迎申し上げます。

なおまた、ご来賓として、中川大阪府知事、山本茨木市長

はじめ、アナハイムの国際協議会て嗜ムたちのリーダーを務め

て下さった韓国の金パストガバナー、そして本日のホス トク

ラブ 。茨木ロータリークラプの姉妹クラブである台湾・台北

西北ロータリークラブから江パストガバナーご夫妻はじめ会

員の皆様、そして地区内外からの多数のパスト・ガバナーと

ガバナー 。ノミニーのみなさん、その上に、アナハイムで苦

楽を共に致しました同期のガバナーとそのご夫人の皆様、は

るか韓国から、台湾から、そして北は北海道から南は九州ま

で、こんなにたくさんの方々のご来臨をいただき無上の喜び

でございます。有り難うございます。

そしてまたその上に、地区内の各クラプの会員とご家族の

皆様がこんなにたくさん登録し、参加して下さいました。皆

さんのご理解と友情に心から感謝申し上げます。

今年は久しぶりに大阪市内を難れましての大会でございま

すので、交通の問題や会場の問題などで大変ご不便をおかけ

致しますことを深 くお詫び申し上げます。ホス トクラブ、コ・

苺
角 尤 遍
‐鐘鰺珈
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ホス トクラプの皆さまはいろいろと皆1譲をお迎えするための

準備を整えて下さいましたが、なお行き届かない点があろう

かと存じます。ロータリーの友情に免じてどうぞお許し頂き、

春たけなわのこの二日間をごゆっくりお楽しみ頂きますよう

お願い致します。

地区大会は (1)旧交を暖め、新しい友を作る。(2)勉強す

る。(3)奉仕の今年度の総決算。(4)セ レモニー (賞賛、表

彰)と いった目的にしたがつて開催されるものと存じます。

今年は、ロータリーの基本である「親豊」に重きを置いて

の大会と致したく、会場の座席もクラブ毎の指定席でなく、

自由席といたしまして、他のクラプの会員との交流が図れる

ようにお願い致しました。また、「お花見懇親会」を開催し『花

と緑の中で』楽しいひとときを過ごし、親睦の実をあげて頂

けるようにと願っております。

勉強のコ5‐では、そ針長、車鉾罫C培『『1と 4:太奉イ士吉『『1に、ウ去大

と増強部門を加え、それぞれ各クラプの委員長にご出席を願

って、「行動に信念を、信念は行動に」のテーマに沿って活動

して頂いた今年度の輝かしい実績を、次年度にバ トンタッチ

していくための懇談会を開催し、また、諸先生方にお願いし

て生涯学習の問題についてのシンポジウムを開催して頂き、

そして、記念講演として、加藤寛先生に経済のお話をして頂

くことになっております。

この大会を通じまして、ロータリーの友情の輸を更に広げ

ると共に、ロータリーカお昨 にわたつて培ってきたロータリ

ーの信念を強化し、そして、その強い信念を大きく行動に移

し、奉仕の理想の実現に邁進いたさねばならないと存じます。

この大会の開催に関しまして大変なご苦労を頂きました茨

木ロータリークラブ、茨木東ロータリークラブ、茨木西ロー

タリークラプの会員とご家族の皆様、事務局の皆様、その他

の関係者並びにご協力頂きました多 くの方々に対しまして厚

く

`卸

礼申し上げたいと存じます。

この大会が意義あるものとなりますように祈念し、ご挨拶

といたします。有り難うございました。

こあいさつ



12 ガバナーノミニー紹介

■ 1994～ '95年度ガバナーノミニー

中野 董夫

生 年 月 日

大正15年 6月 18日

最 終 学 歴

昭和23年 3月 大阪大学理学部物理学科卒業

職    歴

昭和25年 3月  大阪市立大学教員、理学部勤務助手、講師、助

教授

昭和37年 4月  大阪市立大学理学部教授

昭和58年 4月 ～同61年 3月

昭和63年 4月  ～平成2年 3月
同大学理学部長

平成2年 3月 大阪市立大学定年退職、同大学名誉教授

平成2年 5月 大阪市立科学館長、現在に至る。

昭和34年 11月  京都大学より理学博士の学位を授与される。

ロータリー歴

昭和45年 9月 大阪阪南ロータリー・クラブ入会

昭和57～ 58年度 幹事

昭和60～ 61年度 副会長、クラブ奉仕委員長

昭和63～ 64年度 会長

職 業 分 類

シニア・アクチブ (理化学教育)

}
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1995～ '96年度ガバナーノミニー

熊澤 忠嬬

生 年 月 日

大正14年 8月 10日

現 住 所

枚方市楠葉美咲3-2-13

最 終 学 歴

昭和25年 3月 京都大学医学部医学科 卒業

職    歴

昭和26年 10月  医師免許証 (医籍登録第138860号 )

昭和32年10月  京都大学 医学博士 (医 第4018号 )

昭和47年 3月 関西医科大学耳鼻咽喉科教室 教授

昭和60年 1月  国際滲出性中耳炎シンポジウム会長

昭和61年 4月 関西医科大学附属洛西ニュータウン病院長兼任

平成元年   第90回 日本耳鼻咽喉科学会総会会長

平成2年 4月 関西医科大学医師会長

平成3年 5月 第5回滲出性中耳炎国際シンポジウムにて
｀
Guest of Honor夕 受賞

平成4年 11月 北京長城病院 名誉教授

平成5年 3月  関西医科大学 名誉教授

平成5年 4月  彦根中央病院 名誉院長

ロータリー歴

昭和52年 2月 9日  守ロロータリークラブ入会

昭和54～ 55年度 職業奉仕委員長 (理事)

昭和56～ 57年度 副会長 (理事)

昭和57～ 58年度 国際奉仕委員長 (理事)

昭和61～ 62年度 会 長

米山功労者、ポール・ハリスフェロー

職 業 分 類

シニア・アクチブ (単科大学)

ガバナーノミニー紹介

鳳魔墨
―

．

●

―

・
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祝辞

大阪府知事

中川 和雄

国際ロータリー第2660地 区

1993～ 1994年 度地区大会が盛大

に開催されますことを心からお祝

い申し上げます。貴地区におかれ

ましては、会員の皆様方がロータ

リアンとしての自負と崇高な使命

感をもって、熱意あふれる奉仕活動に邁進され、年々隆盛の一

途を歩んでおられますことは、誠に喜ばしい限りでございます。

昨年は、米国でクリントン大統領に政権が変わり、また国内

においても連立政権の誕生、ガット・ウルグアイ・ラウンドの

妥結など、内外ともに激動の一年でありました。とりわけ、依

然低迷を続けている経済情勢は国民生活に大きな影響を与えて

おり、一日も早い景気の回復が待ち望まれているところであり

ます。

ご承知の通り、大阪。関西では今年 9月 4日 に念願の関西国

際空港がオープンします。わが国初の24時間空港の開港は、不

況に伴う今日の沈滞ムードを大阪から払拭していく絶好の機会

になるものと確信しています。また、平成9年の「なみはや国

体」の開催を控え、本府では今、国体のスローガンでもありま

す「おおさか ふれ愛 夢づくり」を合言葉に、魅力とホスピ

タリティあふれる大阪づくりに取り組んでおります。

こうした中、貴地区におかれましては、様々な奉仕活動を通

して国際理解の増進や明るい地域社会づくりに多大の貢献をさ

れておりますことは誠に心強く、深く敬意を表しますとともに、

日頃から本府行政にも一方ならぬご支援をいただいております

ことに、心から感謝申し上げる次第でございます。今後とも皆

様方には、輝かしいロータリーの灯を一層高く掲げられ、大い

に活躍されますよう念願してやみません。

最後に、国際ロータリー第2660地 区の限りないご発展と会員

並びにご家族の皆様方のご健勝、ご多幸を心からお祈り申し上

げ、お祝いの言葉とさせていただきます。

祝辞

彗 轟
濠・猛=蝿

!

¬
」
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お祝いのことば

茨木市長

山本 末男

国際ロータリー第2660地 区の

1993～ 94年度の地区大会が、盛

大に開催されますことを心からお

慶び申し上げますとともに、皆様

方のご来茨を心から歓迎いたしま

す。

1905年、「職業を通じて社会に奉仕する」との崇高な理念を掲

げてシカゴで誕生したロータリークラブは、今や世界にその組

織を広げ、福祉・教育・スポーツ・文化・生活環境など、幅広

い分野にわたり様々な奉仕活動を展開されるとともに、会員相

互の友情と連帯の輸を大きく広げてこられたところであります。

改めて、「奉仕の心」を地域の中へ広げ、よりよい地域社会づ

くりのために、活発な活動を続けておられますロータリークラ

ブの皆様のご尽力に心から敬意を表する次第であります。

さて、今、我が国社会は来るべき二十一世紀に向かって、様々

な面で大きな変化が進んでおりますが、国民の意識もこれまで

の成長や効率優先主義から、ゆとりと豊かさ、個人生活の尊重

や生活の質の向上を求めるものへと変化しております。

このような中、本市では、次代の展望した「国際文化公園都

市」建設に代表される自然と調和した都市づくりや、高齢化社

会への積極的な対応など諸施策を進め、「ゆとりと豊かさ」「安

心と生きがい」を持って暮らせる「やさしさと活力ある、文化

の香り高い都市いばらき」の創出めざして努力を重ねていると

ころであります。

どうか皆様方には今後とも、様々な活動を通じて地域社会の

中に奉仕の輪を広げていただきますとともに、こうした都市づ

くりに深いご理解と一層のお力添えを賜りますようお願い申し

上げます。

結びに、国際ロータリー第2660地区のますますの発展と、会

員皆様方のご健勝とご多幸を祈念いたしまして、お祝いのこと

ばといたします。

お祝いのことば

鰊饗か燿
,||1響 li・

‐――′|

■‐
.鷺鰻‐・ヽ |

蘇



16 こあいさつ

ごあいさつ

大会委員長

坂井 正男

本日ここに第2660地 区大会を開催

致しましたころ、RI会長代理として

ラジェンドラ.K.サブー氏並びに

令大人のご臨席を賜り、又、知事さ

ん、市長さんをはじめ各ご来賓並び

にパストガバナーの皆さんや地区内

各クラブの会員ご夫人方多数のご参

加をいただき、誠に有り難うございました。

今年は例年の大阪市内と異なり、こんな僻地のためご参加者が少な

いのではないかと心配していただけに私達ホストクラブの感激は一層

大きなものがあります。

さて皆さん、昨今の国際情勢は、冷戦が終結したとはいえ、世界各

地で民族間の熾烈な戦闘が繰り返され、今程の「世界は一つ」という

ロータリー精神の必要性を痛感させられることはありません。

申す迄もなく、地区大会は当地区内78ク ラプの会員が一堂に会し、

更に尚一層親睦を深めると共に「行動に信念を、信念は行動に」とい

う、今年のR.1の テーマに基づき、活動の原点である世界平和と社会奉

仕の有り様についてお互いが真剣に検討し、勉強し合う私達ロータリ

アンにとって年に一度の最も重大な行事であります。

その大事な地区大会のお世話を仰せつけられました茨木クラブは、

創立35周 年を迎えたのでありますが、私共はこの大会が立派な成果を

挙げるよう、コ・ホストクラブの茨木東ロータリークラブ、同じく新

生茨木西ロータリークラプのご協力を得て、微力ながら懸命に努力し

て準備を進め今日を迎えたのであります。

どうか皆さん、色々と不行届きの点も多いと存じますがご寛容をい

ただき、この大会が所期の成果を挙げることが出来ますよう、最後ま

でご指導とご協力を賜りますよう心よりお願いを申し上げます。

尚、茨木市は古くは賤ケ岳の猛将中川清秀や桐一葉の片桐旦元の居

城の地であり、又ノーベル賞作家川端康成先生や薮の中の哲人作家富

士正晴先生の生誕の地であります。

当市は昭和23年 1月 市制をしかれて以来大阪北部の交通の要所とし

て年と共に発展を遂げ、現在は人口25万 を擁する中核都市となったの

でありますが、市内には川端、富士両先生の記念館も設置されていま

すので是非一度ご見学いただきたいものと存じます。

本日は皆様どうも有り難うございました。

粗辞ではございますが以上をもちまして御礼を兼ね、ご挨拶にかえ

させていただきます。



17

歓迎のことば
茨木ロータリークラブ会長

ホストクラブ会長

島津 機次

皆様ようこそいらっしゃいまし

た。本日ここに1993年～1994年 度

国際ロータリー第2660地区大会

をラジェンドラ・K・ サブーR.I.

会長代理ご夫妻をはじめ全国各

地区ガバナー、パストガバナー並

びに来賓各位のご臨席のもと開催できましたことはホストクラ

ブとして誠に光栄であり厚く感謝申し上げます。

また、3,600名 をこえるロータリアン及びご家族がご登録賜り、

本大会を盛り上げていただきました友情とご好意に対し、心よ

りお礼を中しLげます。

さて、本大会のホスト役の指名を受けて以来今日迄、大森ガ

バナーのご指導の下、坂井大会委員長を中心にホストクラブ並

びにコ・ホストクラブの会員総力を挙げて大会準備を進めて参り

ましたが、何分本年度は会場が従来の都市中心部と違い郊外の

為、ご参加の皆様に交通や会場設備の面で数々のご不便をおか

けすることと思いますがただ大会テーマ『花と緑の中で』のと

おり、満開の桜と若葉の香りの中で楽しく語り合い友情の輪を

広げる地区大会となることを念じ種々趣向をこらし、皆様にご

満足いただけるよう精一杯の努力を尽した積りでありますので、

手違い不行届の点はロータリアンの友情をもってお許し下さる

ようお願い申し上げます。大会初日のシンポジウムは高齢化時

代を迎えていかにして意義ある人生を送るべきかを探るべく「生

涯学習」の問題を採り上げ、続く大会二日目の記念講演には政

府税制調査会長の要職にあられる加藤寛先生をお招きして『こ

れからの日本経済』のテーマでお話を予定しております。何れ

の皆様方に有益かつ得難い機会と思いますので是非共、最後迄

お付合い下さり、その後桜の下での花見の宴でお楽しみ願いた_

いと存じます。

現在は国内国外共変革の時代、来るべき21世紀に向けて今こ

そロータリーの活動が真価を問われる時、本大会がご参加のロ

ータリアンの奉仕活動に新しい活力を与える大会となりますよ

う念願し、歓迎のご挨拶といたします。

歓迎のことば

爾

「

観
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来賓並びに招待者 敬称略

RL会長代理

大阪府知事

茨本市長

ラジェンドラK・サブー・ ウ シ ヤ (CHANDIGRH)

中 川 和 雄

山 本 末 男

第2500地区ガバナー夫人

第2510地区ガバナー大人

第2810地区ガバナー夫人

第2550地区ガバナー

第2580地区ガバナー

第2750地区ガバナー

第2590地区ガバナー

第2780地区ガバナー

第2790地区ガバナー

第2600地区ガバナー

第2760地区ガバナー

第2620地区ガバナー

第2630地区ガバナー

第2640地区ガバナー夫人

第2650地区ガバナー

第2670地区ガバナー

第2680地区ガバナー

第2690地区ガバナー

第2700地区ガバナー夫人

第2710地区ガバナー夫人

第2520地区パストガバナー

第2640地区パストガバナー

第2640地区パスレルヾナー

第2640地区パストガバナー

第2640地区パストガバナー

第2640地区ノ玖トガバナー

第2640地区パストガバナー

第2650地区パストガバナー

第2670地区パストガバナー

矢 坂 次 子

富 山 好 子

小松久仁子

深 澤 豊 吉

宮 崎 茂 治

紫 野  巌

石 澤 芳 郎

山 本 淳 正

越部平八郎

三 井 章 義

宮 地 信 尚

中村孝次郎

多賀潤一郎

玉 置 和 子

本 田  茂

田 村 俊 久

石 井  澄

渡 辺 好 政

國府美代子

林 登季子

橋 本 謙 男

大 丸 昌 譲

大 澤 徳 平

中島治一郎

鳴  良 宗

平 岡 正 巳

榎 本 長 平

林  一 彦

阿 河 正 昭

(佐 呂 間)

(留  萌)

(気 仙 沼)

・深 澤 和 子 (足  利)

・ 宮 崎 建 子 (東京小平)

・紫 野 幸 子 (東京日本橋)

(横浜鶴見北)

。山 本 員 知 に  子)

。越 部 昌 子 (千 葉 南)

。三井美恵子 (諏  訪)

。宮 地  昭 (豊  川)

。中 村 芳 子 (静 岡 西)

。多 賀 勝 子 (大  垣)

(海  南)

・本田多恵子 (京 都 北)

。田村満智子 (高 知 東)

。石 井 裕 子 (明  石)

。渡 辺 昭 子 (児  島)

(福岡城東)

(下 関 東)

。橋 本 榮 子 (盛 岡 西)

(堺  南)

。大 澤 康 子 ( 堺 )
。中 島 隆 子 (泉 大 津)

(和歌山東)

。平 岡 隆 子 (高  石)

。榎 本 澪 子 (田  辺)

・林  和 子 (武  生)

。阿 河  操 (坂  出)
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第2“()地 区パストルサー

第2は)地殴叡トルサー

第2知地区′叡トガ′サー

第2720地区パスレルサー

第27∞地区パスレルサー

第3480地区′颯レルサー

第36"地区パストガパナー

第2“晩区ルサーノミユー

第26"地区ルサーノミユー

第2770地区ルサーノミユー

第盤∞地区ガバナーノミニー

ロータリーの友事務所

第26601L区パストガパナー

第%∞地区パストガバナー

第2660地区パストガバナー

第2660地区パストガバナー

第2饂)地区′漱トルサー

第2縦)地区ノ叡トルサー

第2“0地区パスレルサー

第26∞地区パストガバナー

第26∞地区パストガパナー

第2饂)地区パストルサー

第2鰤地区パストルサー

第2660地区直前ガバナー

第2闘地区ルサーノミユー

第26∞地区ガパナーノミニー

ガバナー夫人

坂 田 元 記

飯 尾  精

川 村 謙 二

緒 方 基 一

本 坊 蔵 吉

江  國 恩

金  鍾 大

才 間 二 郎

二 橋 貞 雄

田 中 作 次

安孫子貞夫

別 所 直 責

伊 瀬 芳 吉

種 田 憲 次

戸 田  孝

世 戸 一 夫

中 村 俊 一

中 西 正 三

坂 東  宏

古 田 敬 三

武尾敬之介

廣瀬勘一郎

菅 生 浩 三

山 中 文 和

中 野 董 夫

熊 澤 忠 蝸

大 森 保 延

・坂 田 知 子 (神戸須磨)

。飯 尾 美 代 (赤  榊

。川村婦美子 (久留米中央)

。緒 方 博 子 (八  代)

。本坊喜代子 (鹿 児 島)

。江  薬 完 (台北西北)

(ソ ウル南)

・才 門 和 子 (岸 和 田)

(八 日市)

。田 中 京 子 (八  潮)

。安孫子タマノ(寒 i可 江)

(東京みなと)

(池  田)

・種 田 恵 子 (大阪住吉)

。戸 田  操 (八  尾)

。世 戸 繁 子 (大阪難波)

。中 村 ふ さ(東 大 阪)

(大 阪 西)

・坂 東 竿 子 (吹  田)

・古 田 昌 子 (大  阪)

・武 尾 賀 江 (大阪西北)

(大阪西南)

。菅 生 和 代 (大 阪 北)

・山 中 延 子 (大 阪 南)

。中野ルツコ(大阪阪南)

・熊澤巴津子 (守  口)

来賓並びに招待者



20 来賓並びに招待者

ll硬
招待者
青少年交換学生

(枚方 くずは)

(茨   木 )

(大   阪)

(大 阪 柏 原)

(大 阪 本 町)

(大阪うつぼ)

(大 阪 東 南)

(高 槻 西)

(大 阪 住 吉)

Seike Gilberto

Renata F. Roquete

Boecker Birga

Foley Tammy E

Morgan Summer E

Akashi Marcero Y H
Ishimoto Tatiana S

Fouquet Yvan P. S
Forni M Natalia

ロータリー財団学友

山科 幸夫

橋本 明子

岡本 悦司

受入財団奨学生

(箕 面 中央)

(高 槻 西)

米 山奨 学生

(大 阪 柏 原)

(高   槻)

ローターアク ト

地区役員

(吹   田)

(大 阪 西 南)

(大阪天満橋 )

橋本 幸治

山本紫華樹

平野究一郎

南野 幸子

奥村 卓司

錦織  伸

熙

坤

哲

丙

金

金

率

鶴

率

聖

羅

千

口

阪

槻

大

守

東

高
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ラ

茨

守

寝

大

大

大

大

ク

＜

＜

＜

＜

＜

＜

＜

ブ代表

木

口

川

阪

北

南

南

屋

　
　

阪

阪
　
阪

川口 逸夫

榊原  健

吉田 和雄

山下 太郎

市居 寛子

岸本 至泰

北本 真理

東  明子

中庭千加子

村木  茂

石川 雅崇

(大阪天満橋 )

(大 阪 梅 田)

(大 阪 淀 川)

(吹   田)

インターアク ト

大阪桐蔭高等学校

く顧間〉 仲谷 浩一

く会員〉 山本 真一

く′′〉 久島 靖広

四天王寺学園

く顧間〉 岡  宏治

く会員〉 佐伯亜紀子

く′′〉 和田 りえ

R.Y.L.A
く大阪府青少年活動財団〉   吉永

く    ′′    〉  山西

く大阪府青少年野外活動センター〉谷川

く大阪府青少年海洋センター〉 利ゝ林

泰彦

一平

俊一

寛

P.S.C.
(富 田 林)

(大 阪 東)

(大阪心斎橋)

会長 山科 幸夫

会計
'橋

本 明子

書記 岡本 悦司

来賓並びに招待者
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地区大会表彰

ロータリー財団功労表彰

山中 文和 (国際ロータリー第2660地区直前ガバナー)

地区特別奉仕賞

国際ロータリー第2660地 区国際親善奨学金委員長

故 名張 隆政 軟 田RC)

故 名張隆政氏は、1988～ '92年 度の 4年 間及び

1993～ '94年 度の地区ロータリー財団部門国際親善奨

学金委員長をつとめられ、1993年 12月 1日 、不測の

病により逝去された。

その間、当地区国際親善奨学金委員会の仕事に情

熱を傾け、文字通 り奉仕に献身された。受け入れ 。

派遺の財団奨学生の良き相談相手、良き指導者とし

て深い感銘を与えると共に、ロータリー運動の推進

に多大の貢献をされた。

ここに故人の超我の奉仕と卓越 した業績をたたえ

て、地区特別奉仕賞を贈 り、謹んでご冥福をお祈 り

申し上げたい。

ロータリー財団寄付優秀クラブ I

(年間一人当たり平均寄付額上位3ク ラブ)

大阪北梅田R.C.東大阪西RoC。 大阪堂島RoC.

ロー タ リー財 団寄付 優 秀 クラブ II

(年間一人当たり平均寄付増強額上位 3ク ラブ)

豊中千里R.C.枚方くずはRoC.枚  方R.C.

ロータ

吉本寸

溝辺

自井

佐藤

戸谷

木下

河

田中

リー財団地区奉仕賞

茂夫 (大 阪難波R.C.)安達

明夫 (交 野RC)石 田

清一 (寝屋川RC)大 川

正夫 (大 阪中央RC)西 野

清治 (大 阪堂島R.C.) 渡邊

秀行 (大阪南RC)田 中

啓 一 (大 阪うつぼRC)杉 本

純吉 (八 尾RC)

直祐

博和

俊武

公庸

邦雄

哲一

(東大阪中R.C.)

(箕面中央R.C.)

(大 阪RC)

(大 阪堂島R.C.)

(大 阪城南R.C.)

(大 阪東南R.C.)

(八 尾R.C.)
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米山奨学会寄付 3′ 000万 円達成 クラブ

大 阪 西R.C.大阪うつぽR.C.

米 山奨学会寄付 2′ 000万 円達成 クラブ

大  東R.C。 大阪城南R.C,大阪南西R.C.

大阪住吉R.C.千  里R.C.豊  中R.C.

米山奨学会寄付 1′ 000万 円達成 クラブ

東大阪西R.C。 大阪堂島R.C.大阪大手前R.C.

大阪鶴見R.C.授  津R.C.

米 山奨学会寄付優秀 クラブ

(年間一人当たり35,000円以上)

茨  木RoC.大阪堂島R.C.大阪阪和R.C.

大阪本町R.C.大阪城東R.C。 大阪北梅田R.C.

大阪南西RoC.豊中―大阪国際空港R.C.

世界社会奉仕活動地区特別賞

大阪中央RoC.

国際ロータリー第3780地 区フィリピン・サンフラ

ンシスコ・デルモンテR.C.と 提携 して大学資金制度を

創設 し、優秀な素質をもちなが ら貧困の故に大学進

学の出来ない学生に対 し奨学金給付を行っている。

この度、大阪中央R.C.10周 年記念式典に在学中の 3

名を招待 した。

WCSプ ロジェク トNo3821 ロ`ータリースープキ

ッチン、フー ドバンク&ト レーニングセンター (飢 え

に苦 しむ恵まれない人々にスープを給食、又、職業

訓練を施 し自分達で生計が立てられるように指導す

るもの)への資金援助。

WCSプロジェクトNo2762 人材養成を念願する一

環 として国際ロータリー第3780地 区と『同額特別補

助金』を申請、フィリピンの公立高校教育訓練セン

ターにコンピューターを設置。 (上記の取組に対 し、

フィリピン共和国フィデルラモス大統領よリメッセ

ージが寄せ られた。)

地区大会表彰
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出席優秀クラブ

(1993.2月 ～1994.1月 間100%出席を達成したクラブ)

大阪中央R.C.大阪中之島R.C.大阪西南R.C.

吹田江坂R.C.

会報優秀クラブ

池田くれはR.C.大阪西北R.C。 大阪淀川R.C.

高  槻R.C.豊  中R.C.

拡大功労クラブ

茨  木R.C./茨 木 東R.C大阪中央R.C

〔感謝状贈呈〕

『バランスの取れたクラブ業績に対する会長賞』

申請に努力されたクラブに対して

大  東R.C.枚  方R.C.枚方くずはR.C.

茨  木R.C.茨 木 東RoC.池田くれはR.C.

箕  面R.C.大阪堂島R.C.大阪本町R.C.

大阪城東R.C.大阪柏原R.C。 大 阪 南R.C.

大阪南西RoC.大阪大手前R.C.大阪城北R.C.

大阪住吉R.C.大阪天満橋R.C。 大阪東南R.C.

大阪梅田東R.C.大阪うつぽR.C.摂  津R.C.

高  槻R.C.高 槻 東R.C.高 槻 西RoC.

八尾中央RoC.

国際口…タリー第2661地区ガバナー事務所新設に

尽力された件

佐藤 鉄雄 (大阪北RC)

オーク200における新 しいガバナー事務所及びガバ

ナー・ ノミユー事務所の開設に、多大のご貢献をい

ただいた。
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ポール 0ハ リス フ ェ ロー

(※ 印はマルチプル・ポール・ハリスフェロー・③はベネファクター)

大   東 坂井  浩 ※山崎 繁則 ⑬樋口 秀和
⑧山崎 繁則

東 大 阪 立岡 寛次 木室 清一 竹中 照次

岸  武良 塚田雄一郎 山本 哲三

森本  一 朝倉 克己 片岡  豊

河野  榮 楽中村 俊一 ※中村 重一
※横田 一夫③鎌中喜代松

東 大 阪 東 小林 融弘 川合 弘毅 長谷川幸雄

奥林 繁一 坂本  弘 野村 禎昭
※井上 家昌⑧水守 俊明

東 大 阪 中 木村 正一 河田 正興 林  俊介

岡田早苗三 松崎  高 ※瀧田 浩彦
楽西村 典三 ※斉藤 正義 ※近藤  力
※安達 直祐 C金子 誠二

東 大 阪 西 宮本 貞雄 オ1邑 口 貞治 東瀬  博

宮永 憲一 ※森川 増男 ※岩崎 旭人
巌高木  宏 ※大井 勝利 ※栗和田栄一

〇高木  宏⑥土橋 博一 〇木村 豊吉
C下辻 壮幸⑪井出 治子

枚方 くずは 徳田  功 吾郷 泰廣 片山 通夫

中井 清二 長村 文雄

茨   木 中江 恵輔 高田 克明 巌大森 慈祥
※中村 一郎 ③大森 慈祥

茨 木 東 森田  隆 橋本 明仁 貝本 年正

三浦 克司 小椋 清詩 秋田 豊蔵

石川 一彦 岡田 隆夫 ※高石健太郎
※渡辺 喜男 ※吉田 伸之

茨 木 西 ※大森 保延 ③大森 保延

池   田 澤田文太郎 柴田 安博

池田 くれは 福田 清己 深井 八郎 稲沢 佐一

高木  恒 古川  智 檀  信義

田中 俊爾 ※霧山 勝弘 O森   茂

門   真 土田 進彦 末田  正 芝田庄一郎

士

　

廣

孝

　

道

塚

　

本

大

　

松

郎

己
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富

児

捷
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真

野

　

面

交

　

箕 西本 明文

渡邊  孟
※松原 鍵吉

地区大会表彰
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O為永

箕 面 中 央 加藤
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楽中村 醇三 ※前島  淳

大阪大手前 立川

本田

吉原

大 阪 大 淀 松下

安田

大 阪 西 北 稲田

大 阪 西 南 佐々

植田
※鈴木
○佐伯

俊一

賢治

康雄 ⑥

茂

茂直③

宏次 ※

成紀

秀生

一成③

正也

大 阪 船 場 荒木幸之助 ⑬斎藤  満

大阪心斎橋 飯田 誠一 石井 洋介 津乗 宏通

小鳴 秀夫 松永  慶 高橋裕次郎

吉田 耕造

大 阪 城 lL 秋山 卓司 伊藤 成幸 塩原  正
豪山田 英男 ※新酒  武

大阪住之江 阿知波 毅 清川 忠義 岩崎 剛巧
豪末永  咬 巌西田 敦宜 憲成山 博文
豪宮後  浩

大 阪 住 吉 大森喜美子 木曽英次郎 小室  甲

大塚三十四 北川 雅詳 大田 敬紀

濱田 朝夫 ※前川彦右衛門※谷山 誠賢
※西日 幸雄 楽松村  武 楽種田 憲次
巌飯原 弘章 ※小浦  務 ⑬西沢 信雄
○種田 憲次 ⑬森口 信幸

大阪天満橋 田村賢二郎 赤木 頌一 隅田  博

西海 栄悦 郡  悦清 岡田 恭三

岸本 良一 吉澤 秀夫⑤上原 洋允
③市川 博邦

大阪天王寺 松井 隆雄

大 阪 東 南 松林 邦紀 中造 和夫 久保 紀雄

内藤 雅敏 X田中 敬一 巌榛木登司雄
③乾  良次

大 阪 鶴 見 秋田順一郎 西野 政治 発  剛士

川   忠○梶  健一〇内田  廣
③発  剛士

大阪梅田東 市川 寛城 杉野 浩次 ○森  惣一

大阪うつぼ 赤坂 信義 遠藤  肇 伊佐美武彦

村上 正人 東   孝 池田 周弘

川口大次郎 島野 秀行 ※岡田  豊
濠松村 一美 ※横井  浩 ③辻野  一

男

補

　

雄

　

　

巳

子

郎

利

芳

　

道

　

　

正

豊

九

末

田

　

岡

　

　

木

中

島

廣

土

　

冨

　

　

高

田

崎

夫

三

夫

一
カ

一
弘

信

龍

律

昌

律

好

　

宏

邦

善

登

立
口
　
　
　
　
立
ロ

我

本

我

藤

田

井

方

田

村

曽

阪

曽

斎

持

藤

志

上

重
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O河  啓一

大 阪 淀 川 高木茂太市 自方 誠輛 佐藤 輝男
※村上博太郎

千   里 奥野 善彦 野中 高明 小谷  泰

小谷 澄信 辻  三郎

摂   津 奥野  賓 木原 章夫 門田孝二郎

前田 暁信

四 条 畷 田村  賞 0木村慎一郎

吹   田 大坪 秀男 西埜 治夫 木田 育伸
※紙谷弥一郎 ※田中 信人 ※竹内 良一
※山村 利貞 ※本田 正六 ※勝見  博
楽阪本 秀男 巖戸田  博 0名張 隆政

吹 田 江 坂 高木  借

吹 田 西 宮川藤一郎 前田  博 家村 武志

三村 昌平③梶山  高

高 槻 西 高橋  徳

豊   中 青木禎一郎 田村 勝彦 中西 敬次

田中 正一 日中勇之祐 南坂 和一
※古澤 信男 ※佐伯 清彦

豊 中 南 宮内 敏光 榎原 嘉之 豊田 宏三
X栗本  武 ※酒井 千秋 楽高野 賢二
※井関 正和

昌躍轟査懸
来本間 治夫 豪谷川

豊 中 千 里 高津

井元

八   尾 加藤

吉成
※力石
※岩田
※永井
濠坂上
※渡辺

⑧岡田

O山 口

八 尾 中 央 大林

野中

八 尾 東 青山

福井

秀岡」 野原

弘 巌甚田

隆 奥田

敏行 寺坂

恒夫 ※古村

良三 ※加藤

武 ※小川

節哉 楽正田

祥 業山畑

橙一 〇佐野

幸雄 ③山本

盾臣 吉村

志郎 山田

松之 奥田

茂行

勝己 豪渡邊

嗣久 高橋

倫弘⑬小竹

勝啓 下城

哲之 ※杉本

桂 楽今井

安 ※木村

寛 ※岡田

常雄 ※植野

雅裕 ⑪橋本

清⑬杉本

義治③吉田

清明 山分

正雄

長二 原田

源治

貞夫

正男

凰

博

義一

種一

重雄

雄司

八郎

義一

隆光

地区大会表彰
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米 山功 労者

大   東 中村 隆一 西川 常一

東 大 阪 水野 昌幸

東 大 阪 東 表  康之 沢村 正勝 寺田 秀興

溝畑 正信

東 大 阪 中 藤

　

井

谷

原

安

林

角

大

田

東 大 阪 西

枚   方

二郎

孝信

勝美

歓男

一繁

岡田早苗三 瀧本 恵造

山本 義朗

枚方 〈ずは

茨   木

池田くれは

交   野

箕   面

箕 面 中 央

守   口

寝 屋 川

大   阪

大阪阿倍野

大阪ちゃやまち

大 阪 中 央

大 阪 堂 島

大 阪 阪 南

大 阪 阪 和

大 阪 東

中村 一郎

加納 庸吉

冨田 利一

庄司修二郎

黒木 義典

川端 義孝

河瀬弥寿夫

頴川 勉二

池内 秀夫

大槻 峡史

大堀 舜久

竹田 秀道

高橋 重光

松浦 純男

」麟1 昌幸

村岡 秀雄

池田啓一郎

横田喜久雄

飯田 彦治

今里 弘行

原  豊明

北濱 貞雄

山本 芳朗

河野 芳夫

中塚 昌胤

得田 栄蔵

雄時坂三功
　
　
相

男
　
一　
武

禎

良

栄

田

　

司

内

島

田

徳

　

国

生

し県

福

梶田

下地

亀井

周作

民男

龍彦

高橋

村野

昭男

壽昭

崎  一男 村田 吉弘

竹田 明弘 豊島 芳治大 阪 東 淀

大 阪 本 町

大 阪 城 南 片山

八尾

中谷

勝彦

嘉之

ツ台

田中恕一郎

渡邊 邦雄

長谷部英雄大 阪 城 東
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原

北

柏

反

阪

Ｉ

大

大

阪口  勇

小林林之助 武田 恭一 原田 秀雄

和中  裕

大 阪 北 淀 川上 憲広 篠塚 隆弘 菅本憲市郎

松尾  寛

大 阪 南 稲垣 二郎 大川 和美 酒井  宏

大 阪 南 西

大 阪 西

大阪大手前

大 阪 大 淀

大 阪 西 北

大 阪 西 南

大阪心斎橋

大 阪 城 北

大阪住之江

大 阪 住 吉

大阪天満橋

大 阪 東 南

大 阪 鶴 見

大 阪 梅 田

大阪梅田東

大阪うつぼ

大 阪 淀 川

加藤 毅夫

北村 寅雄

橋口新太郎

中村富太郎

持田  力

北 政十郎

西村  障

高橋 真也

松永  慶

泉岡 久夫

藤本 昌人

崎山 耕作

高松 貞彦

中川 浩孝

内田  廣

平林  昇

杉浦 重光

川田 逸夫

大下 恵造

岡田 義昭

原田  肇

山内 紀之

藤田  進

井上 義信

戸田  博

吉田 益男

吉澤 欣一

服部  裕

二宮 秀造

森  繁治

中西 洋介 西浦 正勝

平田 晃祥

田中 潤治 中島 信哉

丹羽 健二 野崎 弘毅

向山裕二郎 脇田 廣繁

三浦

本田

成尾

喜温

正六

紹雄

松村

発

芳沢

本田

西埜

弘司

育伸

治夫

武

佐藤 俊一 剛士

寺田 定治 中村 正明

濱本  清

津

畷

里

田

条

摂

四

千

吹

吹 田 江 坂

地区大会表彰
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吹 田 西

高   槻

豊   中

豊中一大阪

国 際 空 港

豊 中 千 里

八   尾

八 尾 中 央

八 尾 東

明

健二 細谷 光彦

実

辻井 茂夫 中尾 正三 本間 治夫

藤田

鈴木

本村

吉田

伊藤

岡田

正田

橋本

池崎

橋本

佐藤

定司

一弥

橿一

常雄

雄司

正治

道夫

元昭

柏原

杉本

俊夫 坂上

那須

節哉

郷麿

玉井

吉村

利宏 中山 武夫

清明

地区大会表彰
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米 山功 労 クラブ

大  東 東 大 阪 東 大 阪 東

東 大 阪 西 枚   方 枚方 くずは

池   田 池田 くれは 交   野

守  口 寝 屋 川 大  阪

大阪ちゃやまち 大 阪 中 央 大 阪 堂 島

大 阪 阪 和 大 阪 平 野 大 阪 本 町

大 阪 東 大 阪 東 淀 大 阪 城 南

大 阪 北 大 阪 北 淀 大阪北梅田

大 阪 南 大 阪 難 波 大 阪 南 西

大阪大手前 大 阪 大 淀 大 阪 西 北

大阪心斎橋 大 阪 城 北 大阪住之江

大阪天満橋 大阪天王寺 大 阪 東 南

大 阪 梅 田 大阪梅田東 大阪うつぼ

千   里 摂   津 四 条 畷

吹 田 江 坂 吹 田 西 高 槻 東

豊 中 南 豊中一大阪国際空港

八 尾 中 央 八 尾 東

米 山特別功労法人

大 阪 大 淀 平安貿易株式会社

東 大 阪 中

茨   木

箕   面

大阪阿倍野

大 阪 阪 南

大 阪 柏 原

大 阪 城 東

大阪御堂筋

大 阪 西

大 阪 西 南

大 阪 住 吉

大 阪 鶴 見

大 阪 淀 川

吹   田

豊   中

八   尾

地区大会表彰



34 記念請演

記念請演

■■■

慶応義塾大学 教授

加藤  寛氏

テーマ 〔これからの日本経済〕
大正15年 4月 3日 生まれ。昭和25年慶応義塾大学卒

業。同32年同大経済学部助教授。34年から35年 まで

ハーバー ド大学院に留学、41年 に教授となり、経済

政策を担当。平成 2年 より総合政策学部教授。臨時

行政調査会をはじめ、物価安定政策会議、国民生活

審議会、社会保険審議会、人口問題審議会など、審

議会委員を数多く務める。そのほか土地臨調の主査

代理、税制調査会間接特別部会長、経済審議会委員

などを歴任。現在政府税制調査会会長。学会では日

本経済政策学会会長、日本計画行政学会会長。著書

は『公企業の経済学』『政府の経済学』など多数。

″可貯
≠

粒L Ⅲ
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夫人のつどい

茶道裏千家家元 千宗室令大入

千 登三子氏

テーマ 〔奉仕ということ〕
1930年、東京生まれ。雙葉学園卒業後、日仏学院及

びアテネフランセでフランス語を学び、1955年鵬雲

斎千宗室家元と結婚。現在、裏千家茶道専門学院校

長、国際茶道文化協会会長。公職 として総理府青少

年問題審議会委員、京都市社会教育振興財団評議員、

生涯学習亀岡財団理事長。

夫人のつどい

』
醸藤

ト



36 物故会員

闇靡物故会員
五十嵐 集

藤井 森男

樋口  衛

安田  正

川上 隆三

青木豊二郎

辻合喜代太郎

小寺大次郎

佐藤 仁彦

田鍋  健

(大   阪)

(大 阪 西 北)

(大 阪 南)

(大 阪 淀 川 )

(大阪心斎橋)

(大阪大手前)

(大 阪 淀 川 )

(大 阪 大 淀)

(大 阪 阪 南)

(大 阪うつぼ)

(大 阪 南)

(高 槻 西)

(大   東)

(大 阪 西)

(豊  中 南)

(大   阪)

(大阪ちゃやまち)

(大 阪 淀 川 )

(大 阪 港 )

(大 阪 西)

(東 大 阪 東)

(大   東)

(八   尾)

(大 阪 北)

(大 阪 東)

(大   阪)

お
雄

彗
口
わ
郎

わ
郎

み美

お
夫

来
次

の
則

』
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∝
信

“
一二
粥
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¨
證

お
男

お
雄

お
雄
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照

れ
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メ
録

督
二
げ
和

¨
則

彙
昌

げ
一　
』
潤

れ
芳

一
貞

彙
正

あ
通

あ
道

れ
芳

に
邦

彙
本

だ
田

い
井

」
石

わ
川

た
田

置
本

』
村
　
　
　
ぎ
木

た
田

た
田

』原

”
川

］
森

で
手

韓
山

総
山

”
辻

漏
大

漏
大

“
藤

韓
山

載
藤

め
澤

や
八

載
藤

か
中

ち
千

し
西

だ
杉

い井
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'93.
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'93.

'93.

'93.
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'93.

'93.

'93.

'93.

'93.

'93.

'93.

'93.

'93.

'93.

'93.

2. 10

2. 19

2. 20

3.  4

4.  2

4. 12

4. 14

4. 21

4. 25

4. 28

4. 30

5.  8

5. 27

5. 27

6.  2

6.  5

6.  5

6. 12

6. 14

6. 22

6. 26

7.  2

7.  2

7. 12

7. 26

8.  2
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原田 秀雄

本庄 公司

原  信一

中堂 芳広

石田  弘

植村 忠男

中山 正一

高木  宏

佐々木  弘

金澤 忠信

四宮 誠祐

飯田 慶三

青木 幸雄

名張 隆政

山川  員

平尾  力

米田 光村

廣澤 敏夫

小島 常雄

中山 信正

蛭子幸二郎

駒井 恒雄

土田奈津雄

堀 三津夫

奥田 孝作

溝畑 隆司

(大 阪 北)

(豊    中)

(大 阪 淀 川 )

(池 田くれは)

(大 阪 南)

(東 大 阪 東)

(大 阪 大 淀)

(東 大 阪 西)

(豊  中 南)

(大 阪 北)

(大 阪 西)

(大 阪 南)

(大 阪 南 西)

(吹   田)

(大 阪 住 吉)

(豊    中)

(大 阪 淀 川 )

(大 阪 西)

(大 阪 北)

(大   阪)

(大 阪 北)

(大 阪 港 )

(豊   中)

(大   阪)

/豊 中一大阪ヽ
国ヽ 際 空 港ノ

(箕   面)

8. 16

8. 18

9.  1

9. 19

10.  3

10. 15

10. 17

11. 12

11. 14

11. 14

11. 17

11. 18

11. 30

12.  1

12.  2

12. 10

12. 10

12. 14

12. 16

12. 20

12. 23

12. 30

1.  2

1. 3

1. 14

1. 22
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'93.

'93.

'93.

'93.

'93.
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'93.

'93.

'93.

'93.

'93.

'93.

'93.

'93.

'94.

'94.

'94.

'94.

物故会員



38 出席クラブ

出席クラブ

海外

台北西北R.C.

地区外

草  津R.C. 八 日 市R.C.

地 区 内

大   東R.C.

東 大 阪 中R.C.

枚方 くずはR.C.

茨 木 西R.C.

門   真R.C.

箕 面 中 央R.C.

大   阪R.C.

大 阪 中 央R.C.

大 阪 阪 和R.C.

大 阪 平 野RoC.

大 阪 城 南R.C.

大 阪 北R.C.

大阪御堂筋R.C.

大阪中之島R.C.

大 阪 南 西R.C.

大 阪 大 淀R.C.

大 阪 船 場R.C.

大阪住之江R.C.

大阪天王寺R.C.

大 阪 梅 田R.C.

大 阪 淀 川R.C.

四 条 畷R.C.

吹 田 西RoC.

高 槻 西R.C.

豊中‐大阪国際空港R.C.

八 尾 中 央R.C.

東 大 阪R.C.

東 大 阪 西R.C.

茨   木RoC.

池   田R.C.

交   野R.C.

守   口R.C.

大阪阿倍野R.C.

大 阪 堂 島R.C.

大 阪 東R.C.

大 阪 本 町RoC.

大 阪 城 東R.C.

大阪北梅田R.C.

大 阪 南RoC.

大 阪 難 波R.C.

大 阪 西R.C.

大 阪 西 北RoC.

大阪心斎橋R.C.

大 阪 住 吉R.C.

大 阪 東 南R.C.

大阪梅田東R.C.

千   里R.C.

吹   田R.C.

高   槻R.C.

豊   中R.C.

豊 中 千 里R.C.

八 尾 東R.C.

東 大 阪 東R.C.

枚   方RoC.

茨 木 東R.C.

池田 くれはR.C.

箕   面R.C.

寝 屋 川R.C.

大阪ちゃやまちR.C.

大 阪 阪 南R.C.

大 阪 東 淀R.C.

大 阪 城R.C.

大 阪 柏 原R.C.

大 阪 北 淀R.C.

大 阪 港R.C.

大阪なにわR.C.

大阪大手前R.C.

大 阪 西 南R.C.

大 阪■城 北R.C.

大阪天満橋R.C.

大 阪 鶴 見R.C.

大阪うつぽR.C.

摂   津R.C.

吹 田 江 坂R.C.

高 槻 東R.C.

豊 中 南R.C.

八   尾R.C.

大阪そねざきR.C.
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大 会 役 員  (○麒 木東R.C.∝茨木西RC.)

ガバナー

大会委員長

大会委員長補佐

大会副委員長

′′

大会幹事

大会副幹事

大会 S.A.A.
大会副S.A.A

大会会計

ホス トクラブ会長

ホス トクラブ幹事

コ・ホス トクラブ会長

コ・ホス トクラブ幹事

コ・ホス トクラブ会長

コ・ホス トクラブ幹事

地区代表幹事

大森 慈祥

坂井 正男

工藤 義雄

田中 利孝○

Θ
　

　

　

　

　

　

Ｑ

司

三

雄

一
平

仁

令

富

秀

栄

耕

明

木

本

本

洲

田

本

大

川

橋

鰐

中

橋

吉田 伸之O

樹下  稔④

大森 光祥

塩谷嘉太郎○

野口 健一

矢野 克吉③

簡  仁一

中田 耕平

島津 艦次

王子 亘由

水田  勉Q

高石健太郎③

佐藤 秀雄④

小路 三郎〇

清野 耕作

大会役員



徊 大会委員会

目 大会委員会

プログラム委員会

委員長 寺野 福男 (茨  木)

委 員 船越 久葵 (茨  木)王子

高石健太郎 (茨 木 東)川越

新田 精一 (大 阪 南)田オf

亘由 (茨  木)

喜平 (茨 木 東)

弘 (大阪阪南)

信任状委員会

委員長 古田 敬三 (大  阪)

委 員 絹川  治 (大  阪)木村

川上 英夫 (大 阪 東)西村

高島  健 (茨  木)

孝 (大 阪 北)

一夫 (池  田)

木)

木)対馬 祥全隊 木 東)

登録委員会

委員長 橋本

委 員 鈴木

陽二 (茨

頼正 (茨

選拳委員会

委員長 菅生 浩三 (大 阪 北)

委 員 岡田  敏 (大 阪 南)仲野 欣弥 (大阪阪南)

小池  明欲  木)

決議委員会

委員長 廣瀬勘一郎 (大阪西南)

委 員 土井 正裕 (大 阪 北)岡本 治人 (大阪うつぼ)

中野 董夫 (大阪阪南)橋本 陽二 (茨  木)

意義ある業績賞委員会

委員長 山中 文和 (大 阪 南)

委 員 廣瀬勘一郎 (大阪西南)菅生 浩三 (大 阪 北)

表彰委員会

委員長 武尾敬之助 (大阪西北)

委 員 島  安明(大阪西北)高尾  嘉 (東 大 阪)

飯原 弘章 (大阪住吉)吉田 伸之 (茨 木 東)
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大 会 実 行 委 ,員会  (Oは茨木東R.C.①は茨木西К .)

大 会 委 員 長

大会委員長補佐

大会委員長補佐

大 会 副委 員 長

大 会 副委 員 長

大 会 幹 事

大 会 副 幹 事

大 会 副 幹 事

大 会 副 幹 事

大 会 副 幹 事

大 会 副 幹 事

総務委員会

委 員 長 橋本

副委員長 鰐洲

橋本

委  員 野田

櫻井

秀雄

栄一 中田

明仁○ 吉田

征夫 田中

彰① 中西

耕平 中村 憲次

仲之○樹下  稔④

義信 伊奈 紀道

隆英〇

坂井

工藤

田中

大木

川本

橋本

鰐洲

中田

橋本

吉田

樹下

正男

義雄

利孝③

令司

富三Q

秀雄

栄一

耕平

明仁③

伸之○

稔①

プログラム委員会

委 員 長 寺野 福男

副委員長 船越 久葵 王子

川越 喜平O

委  員 小鳴 久夫 門谷

栗原 貞夫

亘由

孟

高石健太郎③

高田 克明

財団募金委員会

委 員 長 高石健太郎③

副委員長 川越 喜平○佐藤 義昭Q

大会実行委員会



42 大会実行委員会

会場委員会

委 員 長 橋本

副委員長 鈴木

野口

委  員 中江

小西

月及部

寺本

高田

堀井

伊藤

野地

登録 0受付委員会

委 員 長 橋本 陽二

副委員長 鈴木 頼正

野口 健一

委  員 中江 恵輔

小西  勲

服部 一夫Θ

寺本 利和◎

上野  力

村本 正義

越澤 弘昭O
坪内  隆④

亘由

祥全○

克平

塩原 茂雄

国里宏一郎Θ

西尾 忠夫⑮

門谷  孟

三浦 克司③

上田 英雄Q

佐々木良高⑭

王子 亘由

対馬 祥全O

辰己 克平

塩原 茂雄

国里宏一郎Q

西尾 忠夫〇

高田 克明

堀井 和彦

伊藤  賓Q
野地 龍夫⑮

日野岡信太郎

谷  隆史④

門田  昭

小 椋 清 詩O

勝間  寿Q
上野  力

村本 正義

越澤 弘昭Θ

坪内  隆④

日野岡信太郎

谷  隆史◎

門田  昭

小椋 清詩⑤

勝門  寿○

佐々木良高②

門谷  孟

三浦 克司O
上田 英雄Q

陽二

頼正

健一

恵輔

勲

一夫Q

利和④

克明

和彦

責Θ

龍夫⑮

子

馬

巳

王

対

辰

登録・ 集計委員会

委 員 長 吉田 伸之Q



侶

接待委員会

委 員 長 高島  健

副委員長 藤村  暁

中村 一郎

江原 政吉O

委  員 武智 義加

村主 恵快

沖原  徹Θ

西日 悦子⑬

都田 慶一①

柳川 勝介⑪

中尾 正一

山口 和雄

井上 幸一〇

赤井ムツエ②

西山  修

藤井文太郎

岡市  正Θ

長沢清五郎

佐藤 康造

吉田  操Q
橋本 善治④

角谷 真枝④

花形 芳夫

水田 泰次

虎谷 悦次O

村田  昭④

加藤まき子⑪

奈

井

伊

坂

馬場

橋本

松坂

渡辺

赤田

大森

山根

堀井

増本

鎌田

大槻

紀道

正純

孝志④

写

隆廣

喜男⑤

邦男⑭

保延④

信七

和彦

猛iQ

秀雄②

豊④

友愛の広場委員会

委 員 長 坂井 正純

副委員長 小池  明

委  員 日野岡信太郎

和田 房男

野口 健一

十倉 義夫

田辺 昭彦

栗原 貞夫

木本 保平

食事委員会

委 員 長 鈴木 頼正

副委員長 中江 恵輔

委  員 山本 善朗

岡村 末雄

上野  力 橋本 写

大会実行委員会
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大会実行委員会

交通案内委員会

委 員 長 上方

副委員長 長沢

岡本

委  員 十倉

米花

北尾

瀧川

竹林

金田

竹若

佐藤

田村

正英O

禾」?台

靖夫O

義夫

豊③

哲O
理也Q

敏彦⑭

憲幸

良博○

義昭③

英明⑪

建部

野村

塩原

秋田

木本

織田

川中

福島

松尾

才甲音『

渡辺

意克○

和夫◎

茂雄

豊蔵○

誠一〇

和男⑮

貞夫⑭

幸三〇

泰博○

文男③

良光〇

木本

阪上

貝本

秋田

辰己

城 谷

山崎

別庭

岩井

保平

博史③

年正③

典俊⑭

克平

星③

秀夫O

了一④

久史⑪

森田  隆⑬

広報委員会

委 員 長 小池  明

副委員長 西條 泰隆

委  員 野口 健一

木本 保平

征夫

貞夫 田中 義信

憲幸

野田

栗原

金田

記録委員会

委 員 長 西僚 泰隆

副委員長 野田 征夫 清野 耕作

委  員 高島  健
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救護委員会

委 員 長 河原崎 篤

副委員長 菊山 逸夫 王子

委  員 上原 秀和O樋田

亘由

之宏O

会計委員会

委 員 長 中田 耕平

副委員長 田辺 昭彦 藤村  暁

表彰委員会 〔招待者係〕

委 員 長 若林 三雄⑤

副委員長 辰見 博義○ 岡市 正規Q

委  員 小柳 千秋○ 高見  孝○ 西中  務Θ

宿  俊明○ 岡田 隆夫Q冨田  勇③

石川 一彦Q

ソングリーダー

委 員 長 宿  俊明O

ゴル フ委員会

委 員 長 西田

副委員長 水田

委  員 鈴木

島津

明 橋本  淳

恵輔 辰己 克平

力

陽一

泰次

頼正

槽次

小池

中江

上野

写真 コンクール委員会

委 員 長 西lI荼 泰隆

大会実行委員会
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47大会会場案内図
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48 大会会場案内図
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鰈躙ロータリーソング
奉仕の理想

奉仕の理想に 集いし友よ
なりわい

御国に捧げん 我等の生業

望むは世界の久遠の平和

めぐる歯車 いや輝きて

永久に 栄えよ

我等のロータリー

ロータリー

手 に手つないで

1.手 に手つないで つ くる友の輪

輪に輪つないで つ くる友垣

手に手 輪に輪

ひろがれ まわれ 一つ心に

お  ゝ ロータリアン

お  ゝ ロータリアン

2.手に手ないで つ くる友の輪

輸に輪つないで つ くる友垣

手に手 輪に輪

ひろがれ まわれ 世界 と共に

お  ゝ ロータリアン

お  ゝ ロータリアン

ロータリーソング



50 ロータリーソング

我等の生業

1、 我等の生業さまざまなれど

集いて図る心は一つ

求むるところは平和親睦

力むるところは向上奉仕

お ゝロータリアン

我等の集い

2 奉仕に集える我等は望む

正しき道に果をとるを
こぞ         あ

人の世挙 りて光を浴みつ

力を協せて争忌むを

お ロヽータタリアン

我等の集い





地区大会事務局

〒567茨本市西穂積町7-41鼎天宗冥応寺信者会館内

ヽ丁EL.(0726)21-6]22

FAX。 (0726)21-6759


